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ＳＦＳ役員会議報告
１月１９日新潟市大畑少年の家で開催。

参加者：星栄一委員長　藤塚大造副委員長　　杉山剛副委員長　　齋藤眞憲事務長　　

鈴木正監事　　小林敏雄幹事　　　佐藤英行幹事　　杉山晃相談役　（　８人）

委員長挨拶及び会計報告に続き、平成２６・２７年度役員の選出しました。

松矢光一幹事が退任される他、全役員が留任し、更に下記のお三方が幹事に新任されました。

西山好英幹事（新任）　大山恵右幹事（新任）　　金井勝代幹事（新任）　　　　

平成２６年度行事予定を、以下のとおり決定しました。

委員長会（新潟市クロスパル　　　理事会に合わせて実施）

役員会　（新潟市鳥屋野潟　　ＢＳラリーに合わせて実施）

SFS通信３４号発行

役員会　（新発田市真木山公園　ＢＶＳ・ＣＳＳラリーに合わせて実施）

SFS通信３５号発行

委員長会（長岡市四郎丸コミセン　　理事会に合わせて実施）

SFS総会（新潟地区担当　　一泊二日）

SFS通信３６号発行

役員会（新潟市クロスパル　　　理事会に合わせて実施）

SFS通信３７号発行

支出金の基準

下記について従前どおりであることを確認しました。

見舞金は実施しない。　　葬儀の際は弔電のみとする。

その他

鈴木監事から長岡第一団小林裕人隊長の活躍のご様子が報告された。小林隊長は、長岡まち

中キャンパスで、”ＢＳに学ぶ子供たちを育むコツ”と言うテーマで、３回のコースを実施されている。

・・・・ＢＳ活動のＰＲとして素晴らしい活動だと思います。

新潟県トキ保護募金に寄付
皆様にご協力いただいた「ときプロジェクト」の

一環として行った募金活動の成果を

お届けしました。

教育長にも「ときプロジェクト」の報告をしました。

＜新潟日報　Ｈ２５．１２．２７　掲載＞ 　　　　＜県民生活・環境部長にトキ募金の寄付＞
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県連理事会報告（1月19日新潟開催）
ＷＢ実習所（ＢＳ）

１０月１０日（金）～１３日（月）　　五頭連峰少年自然の家

所長：和合治幸(福島）　主任講師：青木秀樹（長野）　スタッフ：４県６名（新潟から　佐藤　平田）

３月５月にスキル訓練を行う。

国際委員会

ホームステイの準備を開始する。各団協力願いたい。

理事会

全員が改選期。

１６ＮＪ参加報告

完成し配布した。３００部

２６ＷＳＪ

新潟県連は４５人１箇隊

特別委員会を立ち上げる。７月には第一次申し込みがあるので急がねばならない。

費用は相当高くなりそう。日連分だけでも１２万円。これに県連分が加算される。

（但し新制服代を含む）

スカウトの肉体的負担を考えると、１６ＮＪと同様に　行きは飛行機　帰りはバスになりそうである。

村松復団について

県コミが評価をするために訪問する。

平成２５年度登録状況

登録総数　１０２５人　　内スカウト数　　５４７人

何とか１０００人を超えたが、平成２４年度に比較し▲５２人である。

昨年度から行っている広報講座を活かし、各団更なる努力をお願いしたい。

平成２６年度事業予定（案）

４月２６・２７日 ゴールデンアロー・トレーニング（みつき沢）

５月３－５日 ＷＢ団委員研修所　（阿賀野五頭連峰少年自然の家）

６月１日 H２６年度総会・・・下越地区担当

６月２２日 ＢＳラリー（鳥屋野潟公園）

９月１４日 ＢＶＳ・ＣＳラリー（新発田　真木山公園）

１０月１０・１１日 ＷＢ実習所（ＢＳ）　（阿賀野五頭連峰少年自然の家）

３月２１・２２ 救急法講習会（新潟　大畑少年の家）

日連情報

新制服のスケジュール

Ｈ２６／５ 全国大会で現物を披露する。その後　９月までモニター評価

　　　／１０ 理事会で決定

Ｈ２７／５ 納品開始

　　　／６ ＷＳＪ参加スカウト向け提供

　　　／９

　　　　￤ 　　移行期間（３年弱） ＢＶＳ：小学１～２年

Ｈ３０／３ 入学前の１～３月は仮入隊

これ以降　全面切り替え ＣＳ：小学３～５年

ＢＶＳ・ＣＳ上進時期の変更 ＢＳ：小学６～中学３年

公布：平成２６年４月１日　　　施行：平成２７年４月１日 　　但しＣＳ・ＢＳは当該年の７カ月前

変更点は右枠内に示す。 　　より対象とすることが出来る。
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　２月１日・２日に新潟会館で行われた【指導者・団委員会同】の報告をします。昨年の広報講座が好評であったことを受けたものです。３１

　名の参加でした。１日は、１５時から３時間の（Ａ）講座　と懇親会。２日は、９時から１時間の（Ｂ）講座そして各種伝達事項という内容です。

　（Ａ）講座のお話は詳細かつエピソード満載で報告者泣かせでした。不十分な内容で於保先生には申し訳ないのですが、役目上あえて

　報告させていただきます。　　　　　最後になりましたが、於保先生の紹介をします。於保先生はＢＳ書籍の翻訳を多くなされ、スカウティ

　ングの原理の研究をされてこられました。特に『Ｂ－Ｐ最後のことば』も於保先生の翻訳です。

スカウトを減らさないための広報講座（Ⅱ）
元広島県連盟 　　於保　信義　氏

（Ａ） Ｂ－Ｐの生涯とスカウト教育法
＜ガールスカウト＞

Ｂ－Ｐの詳細な生涯年表（１８５７年～１９４１年）（Ａ Ｂ－Ｐは別組織にする考えはなかったが、当時の
４-１４頁）を基に８頁分（１８５７年～１９１６年相当）につ 風潮と男女の体力差を考慮すべきとのアドバイスを
いて多くのエピソードを交えながら詳細にご説明いただ 受け別組織にした。
きました。詳細は省きますが面白かったことを列記しま
す。 ＜スカウティングの目的＞
１．Ｂ－Ｐの正式な名前 人格形成である。手段を目的化するな。
　ロバート・スティーヴンソン・スマイス・ポール ＜隊長の仕事＞
Robert Stephenson Smyth Powell　　　少し後に 出来る人の力を借りてスカウトの訓練を行う。
Robert Stephenson Smyth Beden-Powell 隊長自身が何でもできるという必要はない。

２．パブリックスクールでの成績 ＜野営について＞
　芳しいものではなかった。運動・芸術的能力（絵画音 昔は日常生活の延長でもあったが、今はちがう。
楽演劇）は高かった。大学受験を失敗し軍人となる。 ギャップを埋める訓練が必要。

短期間すぎるし、プログラムを詰め込みすぎる。
３．軍人として何冊も軍事書を出版している。 プログラムを作るな。指示待ち人間をつくるな。

衣食住と安全を提供すればよい。
４．マフェキングの英雄は防衛は事実だが、作られた
　英雄。Ｂ－Ｐも宣伝しすぎだと言っている。 ＜スカウト訓練の方法＞

原則に従っていればよい。スカウト教育法の７要素
５．Ｂ－Ｐの学生から軍隊生活での経験からスカウティ をプログラムに活かしているか？
ングの基本的な考えが生み出されている。 各団各様で良い。

パブリックスクール（班長会議名誉会議など）
インド北部戦（サイレント・ハンドシグナル） ＜スキルトレイニング＞
ズールランド戦（ＷＢビーズ　　エーンゴヤマ）　 短期訓練で本当に身につくか？
ガーナ戦（パイオニアリングや小集団の効果）
南ア警察隊を組織（制服・モットーそなえよつねに）

６．４９歳で子どもたちの教育をテーマとして作業を開 （Ｂ）　スカウト活動と広報
始５０歳で実験キャンプ。５１歳でＳＦＢを出版。 ・スカウトを増加させたい理由は、班制度を行うためで
この頃、独英戦を予測し英国滅亡本が出版されている。 あって連盟維持のためではない。

・少子化は原因ではない。今のＢＳ側に問題がある。
７・ＳＦＢも常に改定（２０版）Ｂ－Ｐは現実を見ていた。 ・県連・日連業務で原隊がレベルダウンすると元も子

もない。
８．３４歳差の結婚 ・ＢＳ運動のゴールと、それを達成するための活動方針

おぬし　やるな！ を短い言葉で表せるか？・・・との問いかけをされた。
ぜひ各団でお考えください。

＜活動費用＞
親友ケネス・マクラレン（軍人）は、ブラウンシー島での 編集子の中条第１団では、下記のようになりました。
最初のキャンプの時副長として参加。後にＢＳは費用 ご参考まで
がかかりすぎるという理由でＢＳから離れる。階級社会
の英国でスカウトの階級を消すためにユニフォームを採 ゴール・有りたい姿・ビジョン
用。本部維持のために需品として販売した。 子どもの教育の場として有用であると地域社会から
当初は長袖上着であった。フィリッピンでの世界ジャン 認知されている
ボリー以降半袖も採用された。 重点戦略

班制度を復活させる為に必要な人数を確保
＜営火のヤーン＞ プログラムの充実
ブラウンシー島では、毎晩営火を行っていた。ヤーン 指導者のレベルアップ
は本来は面白いホラ話。英雄Ｂ－Ｐの経験を交えた話 ＢＳ活動の地域への露出増加
に子どもたちは夢中になった。そして翌日の活動に活 集合解散時のセレモニーの改善
かした。教訓めいたお話ではない。 指導者自身の地域活動への参加
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SFS33に掲載した後、講座の議事録が見つかりました。一枚抜けていました。

道理で内容に乏しいなと感じた筈です。

内容を追加します。

＜広報と宣伝はちがう＞
広報（Publicity)
宣伝(Advertising)・・・売り込み

記者は事前勉強していないことが多い。必要なデー
タを提供すること。
又、絵になることが大事。

＜宣伝＞
宣伝は総合力（象徴的なもの～現実の活動～効果）
Ｖｉｓｓｉｏｎ－－Ｍｉｓｓｉｏｎ－－Ｓｔｒａｔｅｇｙ－－ＡｃｔｉｏｎＰｌａｎ
Ｖｉｓｓｉｏｎ：未来の姿
Ｍｉｓｓｉｏｎ：短い言葉で表したい。

この二つを共通に持ていないと皆がやることが
ばらばらになる。

宣伝は　リーチ（reach)・・・・とこまでの範囲に届けるか。
頻度(frequency)

＜ＢＳと宣伝＞
本来は、ＢＳ活動をきちんとやればよいだけ。
お金をかける意味を保護者が感じてくれるのか？
少子化を理由にするようでは、現実を見ていることにはな
らない。
口コミが一番・・口コミは優越感をともなっている。

口コミの材料を提供していますか？
面白いことがあるよ・・・面白かったよ

Scouting is exiting fun
社会環境は変化している。それでも面白いか？

土台をしっかりしていないと、宣伝で逆に傷を負うこともある。

＜ＢＰは現実を見ていた　He is a realist)
ＢＳは決して認知されている状態ではない。特殊な世界。
仲間内での特殊な言葉や決まりごとが多い。
やや消極的な人との最初の繋がり（とっかかり）をどれだ
け大事にしていますか。
Ｂ－Ｐのラストメッセージは６種もある。一般社会向けのも
のもある。

＜ＢＳと子供会・スポ少との違い＞
Ｖｉｓｓｉｏｎ　Ｍｉｓｓｉｏｎ　が明確な事から来る差異
一つ一つの要素がしっかりしていること。
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「佐渡金銀山遺跡の世界遺産登録を目指して」

佐渡第２団　団委員長　静間　和憲

　今、佐渡市では佐渡金銀山遺跡の世界遺 好な形で残されており、アジア内の他地域で

産登録に向けて全市をあげて取り組んでいま は見られない極めて希な物証が存在している

す。この度、その概要についてご紹介申し上 と言えること。

げる機会を戴き心より感謝いたします。 ③西三川砂金山や道遊の割戸などは、鉱山

　世界各地には、人類にとって大切な自然や 技術と経営システムの各段階を代表する技術

遺跡、或いは建造物等の資産が数多く存在し の集合体として優れていること。

ています。これらの大切な資産を世界的に保 ④灰吹法や焼金法など近代以前の鉱山技術

護や保存を徹底させるために、ご承知のように は、それ以降の西洋技術の導入により更なる

１９７２年１１月第１７回ユネスコ総会において、 変容や発展をとげ、国内外の鉱山開発に多大

１９０ヵ国の参加を得て『世界遺産条約』が締結 な影響を与えたと考えられること。

されました。そして、この条約に基づいて登録

された世界的な遺産を損傷や破壊などの脅威 　次に、佐渡市に於ける世界遺産登録をめざ

から保護し、保存するために国際的に支援の す具体的な遺跡等について述べたいと思いま

体制を確立することを目的としています。な す。佐渡には４００年以上にわたって伝えられ

お、我が国が締結に参画したのは、それより２ た金銀の採掘精錬に関する技術や、建造物

０年ほど遅れた１９９２年であり、この条約に基 等が数多く残っており、その保存に務めていま

づいて登録された国内の遺跡や自然などに す。また、それらをとりまく景観も良好な状態で

は、最新の富士山を初め石見銀山遺跡や古 残っていて、これらは産業の発展を伝えるいわ

都京都の文化財、法隆寺地域の仏教建造 ゆる「産業遺産」であり、明治維新以降におい

物、屋久島など十数件が「世界遺産」として承 て西欧の新しい技術を取り入れ発展したもの

認され、国際条約の下に保護されることになっ で、国内の鉱業界を長期にわたってリードして

ています。 きたと見なされています。そして将来に受け継

　次に世界遺産として登録の対象ととなる遺 がれていくべき資産として、近年積極的に評

跡や建造物群及び自然等は、普遍的価値を 価されるようになったと考えられ、県及び佐渡

有するものでなければならないとされています 市はこの遺産群の世界遺産登録に向けての

（第１～３条）。また、自国内に存在する遺産は 取り組みを進めているところです。

それを保護しなければならないと言う義務を認

識し、最善を尽くすことが求められています（第 　ところで佐渡における遺跡の主体となってい

４条）。 る佐渡金銀山については、下図の４つの鉱山

　そこで佐渡金銀山遺跡がもつ登録に必要な 跡が残っています。これらの鉱山跡について

顕著な普遍的価値については、下記の４つ 発見や開発に至った経緯の概要について伝

の事項が挙げられています。 説等をまじえて紹介したいと思います。

①４００年以上にわたり国内外の技術およびシ 　　　Ａ西三川砂金山

ステムを導入し発展させたことにより、独自の 　　　Ｂ新穂銀山　　　

鉱山技術や経営システムを形成したこと 　　　Ｃ鶴子銀山　　　

②遺跡及び建造物、鉱山都市や集落として良 　Ｄ相川金銀山 　
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Ａ　西三川砂金山 Ｂ　新穂銀山

　佐渡最古の金山で、平安中期に能登より来た 　別名「滝沢銀山」とも呼ばれていて、発見さ

鉄堀り集団の長が金を採ったという記録があり れた年代は明らかになっていません。現地に

ます。その後、江戸時代になって上杉景勝に は戦国時代に行われた露頭掘りの跡が幾つも

よって再開発がなされたと伝えられています。 残っており、「百枚間歩」と言われる坑道もある

佐渡を攻めた上杉氏は、西三川や鶴子に代 ことから鶴子銀山と同じ頃に採掘が始まったと

官を送り、領地として支配しました。そして西 考えられています。山中には山師の名前に因

三川地区笹川地内の山中を掘り崩し砂金を採 んだ「大和屋敷」や鉱山大工が住んでいた「大

取したと言われていますが、その後１８７２年に 工沢」等の地名が残っており、林道沿いに看

は閉山に至ったと伝えられています。今でも砂 板などが設置されています。

金採取に使われた道具などを保存している民

家があり、訪れた人々に公開してくれています。 Ｄ　相川金銀山

Ｃ　鶴子（つるし）銀山 　鶴子銀山の山師たちはその頃、新しい鉱脈

　この鉱山の発見伝説として１５４２年、越後の を求めて山に入り１６０１年に地表に露出した

国の商人外山茂右衛門が沢崎沖を航行中に 鉱脈を発見して、ここに「相川金銀山」が誕生

沢根山中に光っているものがあることを見つ いたしました。やがて全国から多くの人々が集

け、早速山中を探した結果銀山を発見したと まり佐渡一国が天領となり、奉行所が置かれる

言われています。茂右衛門は、銀の発掘を行 などして鉱山都市が形成され、佐渡の歴史に

い月に１００枚を税として領主の沢根本間氏に とって大きな転機を迎えました。１６１０～１６３０

納めたと伝えられています。１５９２年には石見 年代は年間一万貫（３７．５㌧）の銀を幕府へ

より来た山師により、佐渡で初めて坑道堀りが 納めたことが記録に残されています。また金の総

取り入れられたと言われています。「百枚平」 生産量は７８㌧で、銀については２，３３０㌧

や「百枚間歩」など、この頃の地名や坑道の名 だったそうです。金や銀を大量に産出した鉱

前が今も残っています。鶴子で銀が採れるとい 山も、質の良い鉱石を採るために坑道は深く

う噂はたちまち広まり、多くの人々集まり「鶴子 なり湧水の処理や、鉱石の採掘が難しくなって

千軒」と言われる繁栄期を迎えました。 きました。そこで水上輪を何台も使って湧水を

　その後、銀の産出量が徐々に減り、１７６３年 汲みあげたり、疎水道が掘られたりしたので

には銀から銅の採掘に切り替えられ、ついに１ す。

９４６年には閉山に至りました。現地は林道北 　このような歴史をもった佐渡金銀山遺跡に

線に沿って案内板も多く設置されており、 は、鉱山の開発ばかりでなく多くの人々が集

ちょっとした散策のスポットにもなっています。 まりそれに伴い商業が発展したり、様々な文

化や芸能の発展が見られるようになりました。

更には天領地として、１２０人もの佐渡奉行が

任命され来島しております。鉱山開発が進む

につれて、相川地区には一大鉱山都市が誕

生したと言えます。現在、これらの物証がかな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←<道遊の割戸> り良い状態で数多く残されています。
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　佐渡市では、上述の佐渡金銀山遺跡の世界 　最後になりますが、世界遺産登録までの今

遺産登録に向けての取り組を進めています 後のおおよその見通しとしては、次のようなプ

が、特にその主体は佐渡市（世界遺産推進 ロセスが考えられます。

課）及び新潟県と、それを支援している周辺の 　２０１５年に推薦書をユネスコへ提出すること

任意団体等が当たっています。任意団体の一 　２０１６年に審査を受けること

例としては「佐渡を世界遺産にする会」（会長： 　２０１７年に世界遺産委員会審査を待つこと

弾正佼一氏　旧相川町町長）があります。十数 　以上の様な予定が考えられるところですが、

年前に同じ志を持つ人々が中心になり発足 ぜひとも皆様方のご指導やご支援ご協力に

し、現在では新潟市や東京都内の同志たちと よって、佐渡金銀山遺跡の世界遺産登録を実

共に登録に向けての運動を行っています。 現させてほしいと思います。

参考資料： 佐渡市役所「世界遺産推進課」発行の各種資料

新春経済講演会資料「世界遺産登録に向けて」

　　　　　　　　　　　　　　　　－－佐渡市の取り組み－－

　　　　＜金銀の洗鉱・精錬を行う寄勝場が置かれた佐渡奉行所跡＞

　　＜元禄期に掘作された南沢疎水道＞ 　　　　　　　＜日本初の西洋式垂直坑道である大立縦坑＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜北沢浮遊洗鉱所跡＞
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「スカウトへの信仰奨励にあたり、自身の信仰を振り返ってみて」

新潟第１１団　齋藤　眞憲

　先月の２４・２５日、そして１日の３日間、地元 う様な思想には冷ややかな立場であった。彼

団のお計らいでお借り出来た水原公民館で指 は、”そんなことばっかしてねーで、自分の身

導者対象の日赤救法の一般講習会を開催さ 体をもっと考えれや、そんなことをしていて何

せて頂いた。受講者は１４人、スタッフは７人 の得があるんだや？”と続けて来た。”お前さ

（指導員２人、救急員５人）であった。 んと俺とは価値観が違うし、俺には俺の信ずる

　講習は目的や価値観を共有する人達である 道があるんだてば。俺はこれで満足してるん

ので終始和やかな雰囲気の中で、講義も実技 だ”と答えつつ、久闊を偶然に埋め得る機会を

も快い進捗ぶりであった。 与えられた事を感謝しつつ、次回の再会を約

　２日間の講習が終わり、家に戻る途中、公立 しつつ別れた。書店の周囲には沢山の飲食

校最後の勤務校であった新津高校時代に足し 店もあったのだが、当日は私の父の月命日で

げく通った懐かしい書店に立ち寄った。最近 もあり、買い物を頼まれていたので立ち話で別

は視力も弱り、すっかり読書量も減って終って れて終った。

はいるが、書棚に並ぶ書籍を眺めている内 　人伝には彼が元気でいると言うことは耳にし

に、何かしら心が昂ぶり読書欲を掻き立てられ てはいたが、現実に自分の目で確認した喜び

る思いをしていた矢先に、”おい、みのり！”と に思わず頬を緩めつつ車を走らせ、お前さん

いう声が飛び込んで来た。思わず振り返る私 と俺とは価値観も違うし、俺の味わっている信

の目の中に、かつて１８年間も在籍していた女 仰の醍醐味なんか話しても時間の無駄、「燕

学校時代の同僚の姿が飛び込んで来た。彼 雀安んぞ鴻鵠の志を知らんや」等という気概ま

が転勤してきたのは妙高ジャンボリーの前年 で湧いて来てしまった。いつの間にか私は自

位の事で、私が転出する迄の数年間日々顔を 分の事を大きな鳥になぞらえ、彼を小鳥にして

突き合わせていた。偶然にも彼にもスカウト関 しまっていた。身体つきから見れば全く逆であ

係の友達がいた事から、「肝胆相照らす」と言 るのに。これは相当に不遜な思いであった。そ

えば大袈裟になるが、何でも隠せず話せる仲 れにしても誰が大きな鳥には大きな志があり、

間となった。共にききあっていた毒舌で表現す 小さな鳥にはそんなものは無いし、大きな志な

れば、私の矮小の身体つきや、温顔（？）に比 んか理解も出来ないと決めたのか疑問も残る

較すれば、容貌魁偉に近い男で、背丈もある。 が・・・・・・。白鳥達はシベリアから飛来する

特に彼の口に蓋をしない毒舌は有名であった が、燕なんか東南アジアから飛来する。飛翔

が、その彼が”未だ兵隊ごっこやってんだか？ 距離から言えば燕の方が遥かに長いのに？等

それにナイチンゲールの真似も続けているん と自問自答しつつ買い物も済ませ家に帰った。

だか？”と懐かしい毒舌でたたみかけて来た。 　ご神前や仏壇に夕拝の際には、本来は無心

その毒舌に、私も”ナイチンゲールでねえて に感謝を捧げ、自省しなければならない筈な

ば。チンチンゲールだてば”と応じた。懐かしさ のに、昼間の彼との出会いの興奮が残ってい

と心許せる仲間であると言う思いから思わず出 たのであろう、様々な雑念が浮かんで来てい

た言葉であった。組合活動にも熱心であった たが、床に入ってからは「信仰や奉仕が何の

彼は、「神（仏）と国とに誠を尽くし・・・・・」と言 ためになるのか？」と言う彼の問い掛けに対し
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て、強く反論し、納得させようとする愚かな行 県知事の下で本県にも設立され、父が主事を

為を犯さなかった自分にある程度の満足を覚 していた。その協会の会合で広島を訪れてい

えた。 た父は広島の責任者から日本観音教団の話

　”信仰”とは、目には直接見えない存在や事 を聞かされ、直ちに入信を決意したが、当時の

柄を信じ得る魂であり、”奉仕”とは、人に尽く 教団は、大本教の流れを汲んでいた事から、

す事の出来る自分の誠の現れである事を思い 特高警察の凄まじい弾圧を経験し、その筋の

つつ、それだけでも素晴らしく、何も見返りを求 人間は入信出来なかった。父は特高警察の

める必要も無い喜ばしい事柄である事を思い 幹部であったからだ。入信が許されたのは、終

返した。若し、何かを求めるとすれば、それは 戦目前の時であった。待ちに待った入信から

神仏との取引になって終うからである。 時を経ずして私達兄弟も全員がお守りを拝受

　話は変わるが、私は色々とマスコミの餌食に した。横に一列に並んでお守りを拝受した時

もなり、お騒がせをした世界救世教、かつては の事は今でも覚えている。勿論教義などは一

日本観音教団と称していた教団に所属してい 切分からなかったが、有り難い観音様という事

る。 のみ理解していた。勿論、どの程度有り難い

　私の家は、本来は仏教である。跡継ぎの事 のか等と言う事は全然分からなかったが。

情から二軒の家が一つになって居て、それが 　さて、その後の父母の私に対する信仰指導

為二ヵ所にお寺がある。それを私が引き継いで は特別無かった様に記憶する。ひたすら自分

いて、その繋がりも大切にさせて頂いている。 達の日常の信仰姿勢を子供達に見せるのみ

しかも、日露戦争前後に近衛師団に所属し、２ であった。勿論、朝晩の神様や仏壇に対して

０３高地の激戦を生き延び、戦後も東京に勤務 の礼拝はこの信仰に入る前からの私達の習慣

していた祖父は、当時の社会情勢に何か感ず であり、物心つく頃から始まっていた事は事実

るものがあったのか、クリスチャンとなり、佐渡に ではあったが。

戻ってからは利他愛の誠を貫き敬虔な生涯を 　父母は、信仰は決して強制や無理強いで適

送った様である。従って祖先が魂を委ね、お縋 うものではなく、相手の自発性や自由を尊重す

りしていた宗旨や信仰を私が無視したり、断絶 る中で育つものと考えていた様である。親子で

させたりする事は祖先に対する大変な冒涜で あっても人格と人格の触れ合いの中でしか

あると思い、夫々の宗派や教団のほんの入り 真っ直ぐには育たないものと思っていたのであ

口の更に先っちょに過ぎないが勉強をさせて ろう。父母の信仰姿勢や、信仰実践から得た

頂き、最低限失礼の無い様にはしている。祖 喜びを語る様子や、人々に尽くそうとする姿を

先が味わっていたであろうその信仰の醍醐味 見ている内に、知らず知らず自分もかくあるべ

を少しでも理解出来るかも知れないと言う思い きと悟った様な気がする。だから小学校に入る

からであり、それなりの供養も途絶えない様に 頃には既にご神前や仏壇の毎朝の清掃では

心掛けているつもりである。 父の手伝いをしており、仏壇のお供えの”おぼ

　さて私が信仰に入ったのは、と言うより信仰 くぜん”の盛り付けは私の大好きな仕事であっ

に入れられたのは観音様が大好きであった父 た。現在でも仏様にお供えする御飯の、山形

の信念からであり、丁度５歳になったばかりの の盛り付けは上手なものである。仙台で過ごし

昭和２０年９月の事であった。昭和１７年頃、日 た大学生活４年間も、ちゃんと私が引き継いで

本全国に民間防空協会と言うのが設立され、 行かねばならない二軒の家の先祖代々のお
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位牌を祭った小さな仏壇を帯同していた。間も しっかりとそのＤＮＡの中に保ち続け、極めて

無く、母親もそのお位牌の数を増やす事に 大切に保持し続けて来ていたのです。それ

なってしまったが。登校前には自分の弁当を が、終戦後見事と言いたい程喪失せしめら

お供えし、それをお下げしてから登校していた れ、未だ未だその作業は続けられています。

が、いつの間にか下宿のお母さんが”おぼくぜ そんな土壌を耕し直さずして種を蒔いてもなか

ん”を作ってくれる様になり、私が帰省している なか成果は期待薄です。目に見えないものを

時も続けてくれていた。感謝に堪えない思い
信じさせない様な社会構造やそれらに基づ
い

出である。学生で仏壇帯同の人は初めてだと た教育は、まさに”凶育”であり”狂育”なので

言っていた方達もとうに鬼籍に入られて終っ す。何事に付け、特に教育には、その根底に”

た。卒業して５０年も経ている。 目に見えざるものを信ずる心”が必要である筈

　神様は勿論、仏壇は日々の感謝を捧げ、自 です。本来はそうであった筈です。私の乏しい

省する大切な対象物であったし、先祖との大 経験から言っても、浅学の身で何程の理解も

切な繋がりの接点でもあった。私の子供達もみ 出来てはいませんが、西欧の文学や絵画に触

んな私と同じ過程を踏んで来てくれている。家 れる度に、その根底にある根強い宗教観念や

庭で祈りや感謝を捧げ、自省する場のある事 モチーフに感嘆します。残念ながら日本のそ

は最大の信仰指導の要点ではないだろうか？ れらには見当たる機会が少ないと感じていま

　前置きが長くなって終ったが本題に入ってみ す。西欧の探偵小説の中でさえも、様々な比

よう。結論から言えば、”信仰とか奉仕と言うの 喩や寓話が聖書から引用され、彼らの幼年時

は、それ自体が楽しい事なのであり、それが出 からの宗教観念の定着に脅威を感じてしまい

来る事自体が尊く、有り難い事である”と言うの ます。

が私のそれである。 　”教育”は本来”人と人の和、人と自然の間

　しかし、「それは、お前さんの体験や育った の調和の心””森羅万象に対する感謝と慈し

環境を通しての事のみである。学問的にはと みの心””自然の摂理に順応し、感謝しつつ愛

は言わないが、もっと理論的に、系統的に人が でる愛と美の心””真理への憧憬と畏怖の心”

納得するように話してみろ」とおっしゃられると、 等を学び合うことにあった筈です。日本民族は

はたと困ってしまう。「現今の日本での信仰指 神仏との関わりを中心に置き、見事にそれを果

導とか信仰醸成と言うのは、土のないコンク たして来ていたのです。ですが、現実は全くこ

リートの地面に種を蒔く様なもの」と答えざるを れらの根底にあるべき精神構造はなおざりに

得ない。現今の日本の人々の大方のご納得を なっていると言わざるを得ない昨今の状態です。

得る事はなかなかに難しい。西欧社会の様 　日本連盟が、本気になって”信仰奨励”に立

に、全ての人間生活や社会現象の根底に宗 ち上がるのであれば、上述の事柄から始める

教が根付き、神やキリストとの繋がりを大切に べきではないでしょうか。日本民族の本質論か

する観念に類似する観念が現在の日本では ら見直して行くべきだと思います。お隣の国々

殆ど根付いていないからである。いや古来から からは歴史の見直しなどという狂気の沙汰と言

しっかりと根付いていたものを、すっかりと言っ うべき言い掛かりを付けられていますが、そん

て良い程に切り捨て、根っこから掘り起こして なたわいも無い事では無く、太古の昔からの日

終っているからなのです。日本民族は自然や 本民族の誇りや受け継いで来た精神構造を語

神との繋がりや恩恵、時にはその猛威を常に り合い、共に身につけ直して行かねばならな
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いのではないでしょうか。その掘り起こし作業 出来る人柄をそなえている人ではないかと考

は大変な事柄であろうとは思いますが、スカウ えています。私達が”健全な市民”を育てたい

ト活動の中でも無ければ出来ない事柄なので と言う願いは、この人格者に育って欲しいと思

す。学校教育では到底無理です。日本連盟 い、その道筋を私達の後ろ姿で示す事にある

は、様々な教育システムの改革に取り組んで と思います。勿論、どんどん乗り越えて行って

おられますが、上述の道程を踏み越えて来た 貰わねばなりませんし、乗り越えて貰らえる事

指導者でないと信仰をスカウト達に理解し、実 こそ私達の使命であり、満足感である筈です。

践して頂くのは無理の様に思われます。格好 そのためには、私達が先ず”日々新人たる努

だけで良いのなら,それでも宜しいでありましょ 力”を重ねる事が求められますし、信仰実践で

うが。 も、奉仕実績でも示さなければならない筈であ

　そもそも連盟のおっしゃる”明確な信仰の会 ります。この”日々新人たる努力”とは、私達の

得、保持、実践”の趣旨がどの程度迄なのか 教祖が示されている言葉ですが、私の座右の

把握が出来ませんが、私の団では過去に於い 銘でもあります。日々、昨日の自分よりも少しで

て十数名に宗教章を授与致しました。現在、 も進歩していると言う事は、先ず私には出来な

授与して良かったと思える人物はせいぜい３ い事ではありますが、常に心に刻み込んでい

割です。家庭での指導の下、更に信仰を理解 る言葉なのです。

し、世の為,人の為に尽くせる信仰実践が出来 　勿論自分が全て出来る事ではありません。

ると信じていたのですが、その責任を委ねた 新しい指導者の為の教育体系を理解し、実践

家庭自身の信仰さえも,おかしくなっている場 出来る若い人達に委ねて行かなければならな

合もあるのです。誠に判断が難しいのです。私 い事柄です。そして、私の願う精神構造の立

達指導者も彼らと共に成長する事を願い、”共 て直しや実践が若い指導者によって受け継が

育”し合う事を望んでいても、この体たらくで れて行く事を切望して止みません。

す。 　スカウトの教育の根本は”心”と”健康”であり

　私達は信仰心の醸成とか信仰教育と言うの ましょう。宗教的に言えば”霊魂”と”健康な肉

は、その宗派や教団の教義を理解出来ればよ 体”であります。”霊魂”の最上位に位するもの

いという程度のものでは無く、人間の精神作用 は、宗教であり神仏であり、これは絶対的な価

や、人間生活の根底をも包み込んだ実践活動 値を備えたものです。”健康な肉体”の最上位

であり、その意味でも”指導者とスカウト達との は富とか、分け隔てのない社会の建設”であり

共育であるべきもの”と信じていたのですが、 ましょう。私達は日々の生活の中で、正直どっ

余りにもパッとしない結果になっているのが実 ちを大切にしているでしょうか。今一度じっくり

情です。お恥ずかしい事であります。 と考えてみたいと思います。

　先程”人格”と言う言葉を使わせて頂きまし 　極めて雑駁な文章になって終いました。”老

たが、”人格者”と言うのは如何なる人達の事 いの戯言”とご勘弁ください。

を言うのか考えて見ますと、特に信仰を表面に

見せなくても、その精神構造や実践生活の根 平成26年2月25日

底には、信仰心やそれに類するものをしっかり 父の２７回忌の日に当たって

と持ち、森羅万象に対する深い興味と探求

心、深い慈しみの心を兼ね備え、それを実践
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